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黒潮の流路を描けますか？

　黒潮，親潮，海に囲まれた日本の周りには，いつもだいたい同じような強さと規模で存在している海の流れ，「海流」がいくつかあります．当地福岡だと，対馬暖流（対馬海流）を忘れてはいけませんね．このほか，津軽暖流，宗谷暖流といった海流の名前をご存知であれば，かなりの「海流通」です．リマン海流というのも，社会科の時間に耳にしたことがあるかもしれません．
　漂着物に関心を寄せている人であれば，こうした海流のことについて，ある程度はご存知でしょうし，中には海洋学者並みの豊富な知識をお持ちの方々もおられるでしょう．しかし，一般には，海流の名前はなんとなく知っていても，どのくらいの速さでどこを流れているのか，どの程度の深さまで流れているのか，時間変化はどんな様子なのか，といったことがらについては，正確な知識を持っている人は少ないのが現状です．

　学校では，社会科や地理の分野で，日本近海の海流に関する記述が出てきますが，自然科学の立場から，理科の中で教えるということはほとんど行われていません．社会科で使われる地図帳に記載された海流の位置なども，最近でこそほぼ正確なものが多くなってきましたが，かつては，我々海洋学に携わる者の目から見ると，不正確と言わざるを得ない描像がほとんどでした．
　さて，ここで皆様に問いかけてみることにします．「黒潮の流路を白地図に描くことができますか？」簡単だと思った方向けには，少しハイレベルの問いも用意してあります．「黒潮の速さ，幅と厚さはどのくらいですか？」「黒潮はなぜいつも流れているのでしょうか？」　この最後の問いは海洋学専攻の大学生レベルですので，ちょっと難しいかもしれません．
漂着物（漂流物）の経路は何で決まりますか？

　浜辺に打ち上げられた漂着物．椰子の実，オウムガイの殻から，流木，他国製のペットボトルやライター，これらがその場所に打ち上げられたのには理由があるはずです．はるか南方の島々が起源と思われる漂着物を運ぶ，もっとも大きな要因はやはり海流です．太平洋を大きく時計回りに巡る亜熱帯循環の中で，北赤道海流から黒潮の源流に乗り，漂着物は日本近海に運ばれてきます．黒潮は，日本の南岸に沿って流れた後，房総半島の東から黒潮続流（くろしおぞくりゅう）となり，少しずつ南向きの副循環を形成しながら，遠くカリフォルニア沖まで流れ去ります．この亜熱帯循環に乗ったままだと，１周３～４年程の漂流をいつまでも続けることになります．
　浜辺で日夜（夜はしないか？）ビーチコーミングに励んでおられる方々は，漂流物を浜辺に打ち上げる効果として重要な要素をご存知だと思います．それは海上を吹く風の効果です．北九州沿岸では，冬になると北寄りの季節風が吹いて大陸方面から多くの漂着物が運ばれてきます．

　漂流物の運動に対する風の効果には二種類あります．一つは，海面に浮いている物体に風が直接当たってそれを吹き流す効果で，「風圧流（ふうあつりゅう）」と呼びます．もう一つは，海上を風が吹き続けることによって，海面付近の海水が動きます．これを「吹送流（すいそうりゅう）」と呼んで，流木など海面下の部分が大きな漂流物の運動には大きな影響を及ぼします．
　このほか，日本海側ではさほどではありませんが，沿岸の浅い場所だと「潮流」も大事な要素となることがあります．世間一般では，黒潮などの海流をも含めて海水の運動を潮流と呼ぶことも多いのですが，ここでは海洋学の世界に倣い，区別して扱います．ここで言う潮流は，潮の満ち干（潮汐）によって引き起こされる流れのことです．潮汐流と呼ぶこともあります．潮流は，基本的には潮汐の周期で行ったり来たりする流れですので，それに乗って起こる漂流物の運動は，往復流となります．長い目で見ると，漂流物を遠くへ運ぶ効果は少ないように思われます．潮流自身の効果はその通りなのですが，潮流によって行ったり来たりしているうちに，海流の条件の異なる場所に運ばれると，それ以後は異なる海流に乗り，結果的に思いのほか遠くまで運ばれてしまうこともあります．
漂着物（漂流物）の漂流経路は予測できますか？
　ある時，海上のある場所から漂流を始めた物体のその後の経路を推定することは可能でしょうか？答えは「Yes」です．ただし，幾つかの条件がつきます．
　上に述べたように，漂流物の運動を左右する要素は，海流，潮流，海上風（風圧流と吹送流）ですから，これらを推算するために必要な情報が揃っていれば，ある程度の正確さで漂流経路を推定することが可能です．推算には，海流の観測データ，潮流の計算データと，時々刻々の風のデータが必要となることはお分かりいただけると思いますが，もう一つ大事なデータがあります．個々の漂流物によって異なる，漂流物の形状，漂流開始位置と日時です．空のペットボトルにように，大部分が海面より上に出ているものと，流木のように多くの部分が海中に没しているものとでは，外的条件が同じであっても漂流経路は大きく異なります．
　実は，このような漂流物の経路推定を業務として行っている機関があります．海上保安庁では，海難救助などの目的で，海上を漂うもの（人も含む）の漂流経路の推定（漂流予測という）を行っています．講演では，漂流物は海上でどのように動くのか，漂流予測計算の例をいくつか紹介することにします．

　浜で拾った漂着物の漂流経路の来歴を計算することはどうでしょう．ある程度想像も交えて推定することはもちろん可能ですが，拾われた日時は，多くの場合漂着した日時とは異なりますので，正確な推算は難しそうです．その漂着物が漂流を始めた場所や日時となると，さまざまな可能性の幅が広すぎてなかなか困難です．
　ごくまれに，「海流瓶」のように，漂流を開始した場所と日時がわかる漂着物があります．これだと経路を推定できそうです．いや，瓶の漂着位置から海流の調査をするのが海流瓶の目的ですから，その経路を推定するというのは，海流を推定していることにほかならず，漂流予測とは言えませんね．

漂流物で海流の調査をしますか？

　海流瓶は，漂流物，漂着物を利用して海流の調査をするものです．かつては，海洋調査を本務とする機関によっても盛んに行われました．１９６０年代に，鹿児島の小学生の協力を得て，第七管区海上保安本部（当時）が九州南西沖の黒潮海域に約２万本の瓶を放流した実験がその代表的なものです．最近では，千葉県の高校がクラブ活動の一環として銚子の沖に流した海流瓶が，十数年ぶりに鹿児島県の喜界島で拾われたということがニュースになっていました．
　海流瓶は，瓶が流れたというその事実はほぼ揺るぎないもので，海流の存在について説得力のある証拠を提示します．広い海の流れを効率よく調査する方法のなかった時代には，極めて有効な調査方法でした．しかし，途中の経路は不明ですし，先に述べたように，漂着日時と拾得日時は一致しない（拾得日時以前に漂着していたものと言えるだけ）ので，定量的な議論を行うには得られる情報が限られていました．
　１９８０年代に入ってからは，常時電波を発信し，それを人工衛星で追跡するという手法が実用化し，海流調査用漂流ブイとして盛んに放流実験が行われています．講演では，その成果の一部を紹介します．浜で拾った漂着物の動きを推定するとき，何かの手がかりにしてもらえれば幸いです．
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